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新たな留学生向けインターンシップ 
―留学生に特化した高度なインターンシップの設計開発運営と 

産官学連携のプラットフォーム構築による地域企業への就職・採用の取組み―

藤巻　義博

【要　旨】
留学生の地域企業への就職を促進するために留学生に特化したインターンシップを設計

開発した。（インタラクティブ・インターンシップ：双方向インターンシップ）。そこでは
①言語の問題を解決するために企業の経営課題と留学生の専門性をマッチングする高度な
プログラムの作成、②異文化に対する企業の躊躇を減らす異文化理解研修の実施、③企業
の負担を減らし留学生の不安・問題を解決する為のインターンシップ・アドバイザーの設
置、④企業のモチベーションをあげる参加費制度の導入、等の仕組み仕掛けを産官学の連
携で構築した。その結果インターンシップ参加企業の8割が留学生に内定を出し、参加留
学生の7割が入社するとの成果に繋がった。本稿ではその背景、設計開発思想、成果につ
いて説明する。

【キーワード】	 留学生、インターンシップ、地域就職、中小企業

⒈ 背景
浜松市の総人口は800,760人で令和２年現在外国人住民数は25,387人と外国人住民の割

合は市全体の3%を超えており、全国平均（2%）に比べてかなり高い。全国に20ある政令
指定都市の中では、大阪市、名古屋市、京都市、神戸市に次いで5番目に多い水準である。
その為に浜松市は多文化共生都市ビジョンを掲げ多文化共生に向けた施策を積極的に進め
てきた。

また地元産業界、企業も、外国人材の活用についての問題意識が高く、浜松経済同友会
は4年前から外国人の定着、浜松企業への就職による街の活性化促進の体制つくりを議論
してきた。その中で重要な役割を果たすのが静岡大学であった。特に留学生は将来の高度
外国人材となり企業のグローバル化やデジタル化、生産性向上に貢献するもので、浜松市、
産業界と連携して留学生の浜松企業への就職促進に取り組んできた。筆者も浜松経済同友
会 政策委員会「浜松地域高度外国人雇用・就労促進研究会」の中でアドバイザーとしてそ
の取組みに深く関わり産官学連携の構築に尽くしてきた。そしてそれがベースとなり、産
官学連携のプラットフォームの設立、留学生に特化したインターンシップ「インタラクティ
ブ・インターンシップ」の開発運営に繋がってきた。

⒉ 留学生と地域企業とのミスマッチングに対する問題意識
静岡大学留学生41人に対する日本の就職に関するアンケート（藤巻・澤口2019年）を

行った。その結果留学生にとって静岡県は気候も温暖で人気が高いことが分かった（47％
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の留学生が静岡県での就職を希望）。また大企業・有名企業への就職だけでなく、中小企業
への就職を望む留学生も少なくはないことが調査から分かった。

近年中小企業は慢性的な戦略人材不足に悩まされてきた。一方で留学生は地域で就職し
たいとの希望があり完全なミスマッチングが起きていることがわかる。高度な思考と知識
を持つ留学生が地元中小企業に就職すれば、必ず地元の中小企業の経営戦力となり業績に
貢献する。そこで留学生と地域中小企業のマッチングの必要性を考えた。しかし中小企業
は留学生のことがわからない。労働者としての技能実習生は採用経験があるが、特に高度
人材についてはほとんど職場にはいなかった。

静岡
46%

東京
27%

大阪
10%

名古屋
7%

その他
10%

静岡 東京 大阪 名古屋 その他

就職するとしたらどこがいいですか？
静岡大学留学生41人に対する日本の就職に関するアンケート（藤巻・澤口2019年）

就職する会社の規模はどのくらいがいいですか？
静岡大学留学生41人に対する日本の就職に関するアンケート（藤巻・澤口2019年）
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留学生を採用する場合、重視するのは何ですか？（複数回答可）
静岡県内企業54社に対するアンケート調査（藤巻・澤口2019年）

⒊ 留学生の日本での就職状況
日本企業への就職希望留学生の37％の留学生しか就職が出来ていない。独立行政法人日

本学生支援機構（JASSO）が令和3年に公表した留学生の進路希望調査によると、日本に
おいて就職を希望する外国人留学生は6割に上る一方で、実際に日本で就職する留学生は
37%に留まっている（「2019年度外国人留学生進路・学位授与状況調査結果」）。

政府は日本再興戦略改訂（2016年閣議決定）の中で留学生の日本就職率を2020年度ま
でに50%に引き上げることを目指していたが、就職率は28,512人中37％の10,490人と目
標達成には至らなかった。

このような全国的に留学生の国内就職が厳しい中で、静岡県も県内大学の留学生の国内
就職率の目標を50％にして様々な取り組みをしてきたが結果は43％にとどまり、県内就職
率は更に低く30％のターゲットに対して19％となっていた（2018年）。静岡大学も国内企
業（大企業含む）への就職率の目標23人に対して16人と7割を切ることとなり危機感が出
ていた（2018年）。

⒋ 留学生の意識と企業事情のギャップ
留学生の就職・採用ついては様々な問題が言われてきた。
先ず日本企業は、特に中小企業は留学生に高度な日本語を求める傾向があり、留学生は

コミュニケーションが出来ず問題があるとして根本的に留学生の採用意欲は低い。
静岡県内の中小企業を対象に行った留学生に関する調査（藤巻・澤口2019年）でも企業

54社のうち85％にあたる46社が日本語能力を重視するとの回答があった。
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N2
31%

N3
28%

N1
26%

N5
7%

N4
4% 4%

N2 N3 N1 N5 N4 その他

日本語能力（JLPT）はどの程度のレベルが望ましいですか？
静岡県内企業54社に対するアンケート調査（藤巻・澤口2019年）

また同調査では特に静岡県の中小企業はJLPT日本語検定のN3以上を求めている（85％）
ことも分かった。

次に留学生の受け入れに社内の体制が出来ていないことから留学生採用に躊躇してしま
うとの問題も指摘されている。そして異文化による文化・価値観、考え方の違いによるト
ラブルから採用を躊躇してしまう。

同じく静岡県企業54社を対象とした調査でも「社内の留学生受け入れ体制が未整備」が
一番多く7社（39％）を占めている。

ディスコ「外国人留学生／高度外国人材の採用に関する企業調査」 （2016年)
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今後も留学生を採用しない理由は何ですか？（複数回答可）
静岡県内企業54社に対するアンケート調査（藤巻・澤口2019年）

留学生採用について自治体に期待していることは何ですか？（複数回答可）
静岡県内企業54社に対するアンケート調査（藤巻・澤口2019年）

また採用したくても留学生と出会う機会がないとの声も多い。同調査からは「留学生と
のマッチング機会創出」との回答が最も多くあった（27社 50% ）。企業説明会の実施（16
社　30%）、セミナー、ガイダンス等の開催（11社 20%）を合わせるとかなりの企業がそ
の機会を求めているのが分かる。中小企業にとって大学の敷居は低くないと言われる。ま
た自治体や民間の就職あっせん会社が行うマッチングもほとんどが日本人中心であり、大
企業の参加が多く、中小企業にとって参加費用に対して効果が得られるか不安がある。ま
た留学生も参加可能なマッチングイベントでも、日本語が不得手の留学生は参加企業のブー
スは日本語対応だけで困難を強いられているのが現実である。

一方留学生にも問題がある。日本の就職システムは海外と全く違うことを多くの留学生
は知らない。在学中から就職活動をはじめなければならないことや一括採用制度等は海外
に無い日本独特のシステムであるが、学生は日本でも就職のことを卒業後始めるものと思
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い込んで情報入手に積極的に取り込んでない。大学では様々な機会に就職活動を早めに進
める様に指導しているが、全く反応しない学生は少なくない。特に修士学生等大学院生の
場合は2年間と授業が忙しく中々就職活動に時間が取れない問題もある。

3か月前
19%

16%

直前
13%13%

9%

卒業後
9%

9%

6%

3% 3%

3か月前 １年半前 直前 1年前 1年3か月前

卒業後 1年9か月前 2年前 9か月前 その他

はい
40%

いいえ
60％

はい いいえ

いつ頃から就職活動を始めましたか？
静岡大学留学生41人に対する日本の就職に関するアンケート（藤巻・澤口2019年）

会社情報は十分ですか？
静岡大学留学生41人に対する日本の就職に関するアンケート（藤巻・澤口2019年）

静岡大学留学生41人に対する日本の就職に関するアンケート（藤巻・澤口2019年）に
よると回答者数31人中10名（30％）は卒業後、直前からしか就職活動を始めてない。

大学では留学生に対して就職活動の一環として業界・企業研究を促している。しかし有
名企業や大企業以外の中小企業については、情報を入手することが留学生にとって難しい
のが現状だ。企業のホームページ等で調べてもそれが実際本当なのか判断が付かない。中
には日本語以外の言語のホームページがなく、日本語が得意でない留学生にとっては更に
難しくなっている。同調査では会社情報が十分でないと回答した学生のほとんどの学生は
日本語能力が低かった（N4以下）。
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日本での就活において、不安・不満があったら教えてください。（複数回答可）
静岡大学留学生41人に対する日本の就職に関するアンケート（藤巻・澤口2019年）

大学にも問題がないとは言えない。静岡大学の就職支援室の就職情報メールは日本語オ
ンリーである。就職支援室は日本人学生、留学生と分けて対応しているわけではなく、日
本語が得意でない留学生はメール等連絡が来ても気が付かないことが多い。

就活に関する情報は、どのようにして収集しますか？（複数回答可）
静岡大学留学生41人に対する日本の就職に関するアンケート（藤巻・澤口2019年）

同調査では留学生が大学からのメールを主に就職情報を入手していることが分かったが
その大半は日本語能力が高い留学生であった。

⒌ 地方中小企業の会社（経営）情報不足
静岡大学は地域志向型国立大学として地方企業への学生の就職率を上げることを責務と

している。幸いにも浜松周辺はトヨタ、ホンダ、ヤマハ発動機、スズキ等四輪自動車、二
輪車関連の部品産業が栄え中小企業も多い。ただ大学もそれらの中小企業が留学生に適し
ているかどうかはつかみにくかった。出来るだけ企業情報を留学生に流す努力をしている
が、中小企業となると大学として個別の企業の財務諸表や経営方針等を調査して留学生に
勧めるということはかなり労力がかかり、どうしても比較的安心な大企業を中心に勧めて
しまう。例え出来たとしても、そういった情報はホームページや会社情報から見ることで
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しか得られない二次情報で、実際にはその企業を訪問して確認しないとその企業が留学生
に理解があり、採用後も大切にしてくれるかはわからないので自信をもって勧めることは
出来ない。経営者と話をして経営方針や留学生に対する考えを聞いたり、工場やオフィス
等の現場を見たり、従業員に接触したりして自分で判断する二次情報を得るにはかなり時
間がかかる。また留学生の採用実績や離職情報を企業はあまり出したがらなくて、まして
や過去の問題や不祥事等はとても掴みにくい。そうすると比較的一般に公表されている大
企業が勧めやすい。

⒍ 地域企業情報を得るためにインターンシップを利用
そこでより正確な企業情報（特に中小企業）を掴むのは「インターンシップ」との組み

合わせが効果的であると考えた。つまり二次情報と一次情報の組み合わせを取り入れてイ
ンターンシップを行う。会社のホームページ等で二次情報を入手して、企業を訪問してそ
の企業が留学生に勧められるかを判断する、そして実際に留学生がインターンシップをす
ることで三次情報を得る（ここでいう三次情報とは筆者の造語で一次情報と二次情報より
も情報量が多く更に精度が高い情報を指す）。つまり大学はインターンシップを留学生に体
験させることで、三次情報が得られ、これにより留学生は安心してその企業への就職の希
望を出せる。そしてその企業に就職した留学生をその後もワッチしていくことで、次の世
代の留学生にも紹介して就職ルートが自然と出来て、それは大学の資産にもなる。

更にそのインターンシップに工夫を加えた。インターンシップを行いその結果を企業評
価に加える。留学生がインターンシップ中にどのような体験をして、どのように満足した
のか、どのような問題や課題を発見したのかをインターンシップ後に調査してそれを企業
の最終評価にする。そうして出来た企業リストは、その後の留学生の就職に活かせるよう
になる。インターンシップ終了後に留学生へのアンケートを行い、その結果を大学内で共
有して、後に続く留学生はそれを参考に就職活動をおこなう。これにより留学生の就職は
かなり成功率があがると考えた。

⒎ 従来のインターンシップの見直し
留学生の一方通行的な就業体験としてのインターンシップという捉え方だけでなく、受

け入れ企業と留学生との協業体験も出来るインターンシップということを考えた。そのイ
ンターンシップでは企業も留学生のことがわかり、採用基準に達しているのか、採用後は
どのように扱えばいいのかもインターンシップ体験により理解できる。多くの日本企業特
に地方の中小企業は留学生の採用に積極的ではない。ただその理由は留学生のことを知ら
ないからというのが一つの大きな理由になっている。留学生を採用すると社内が混乱する、
言葉が通じるのか、異文化で日本人との問題は起こらないのかといった不安が理由で採用
に躊躇する。そこでその不安等を払拭するのにこのインターンシップが役に立つ。

これまでのインターンシップは文科省の方針もあり（2017年）、学生の就業体験として
インターンシップをとらえていた。企業も社会貢献としてインターンシップを行ってきた
意味合いが強い（中穂2014）ただそれでは企業は手間暇が掛かるインターンシップを継続
的に長続きさせることは難しい時もある。特に中小企業だと景気の波に業績が左右されや
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すいし、潜在的に戦力人材不足という問題の解決にはならない。しかし留学生のインター
ンシップが企業の経営に良い影響を与えるとなると企業もインターンシップに真剣になり、
留学生のインターンシップに満足度を覚える。

⒏ 企業の経営課題と留学生の専門性のマッチング
直近のIMF世界経済見通し（World Economic Outlook）を見るとアメリカ、日本、ユー

ロ圏のGDP成長率を比較した場合、2021年、22年ともに、日本が最下位という見通しと
なっている。国内市場が当面伸びない中、地方の中小企業は市場拡大をターゲットにグロー
バル化を図らねばならない。また新型コロナ感染で日本のデジタル化の遅れが顕在化した。
多くの中小企業はアナログの世界から抜け出せず苦境にあえいでいる。

そんな中留学生の専門や強みを活かしてグローバル化やデジタル化を図ることは両者に
とっても効果的である。例えば情報学部生はデジタル化が遅れている中小企業で研究の延
長としてインターンシップを行い、デジタル化への経営変革の切掛けを作る。留学生は専
門性を活かして研究の実務を通して専門性の深堀が出来る。これにより両者が満足いく成
果を出せた時に就職・採用への意欲が出てくる。インタラクティブ・インターンシップの
満足度と就職・採用の関係をアンケート調査の分析をすると、その相関関係が見えてきた。

自分の専門を活かせましたか？（5が最高）
2021年春期インターンシップ後の留学生アンケート調査（藤巻2021年）

インターンシップでは当初想定したゴールには到達しましたか？（５が最高）
2021年春期インターンシップ後の企業アンケート調査（藤巻2021年）
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インターンシップで自分の専門を活かせて満足と答えた留学生全員（レベル4以上11人）
がインターシップ先の企業に就職を希望し、一方インターンシップで当初想定したゴール
に到達したと答えた５社が参加学生全員に内定を出したことが分かったのである。このこ
とから企業の経営課題と留学生の専門性をマッチングしたプログラムをインターンシップ
で行うと就職・採用に繋がる相関性がやや見えてきた。

⒐ 日本語の問題を解決する高度なプログラム
この経営課題と留学生の専門性のマッチング取組みは、実は言語問題を解決することに

も繋がっている。インタラクティブ・インターンシップ参加の企業担当者そして留学生へ
のヒアリングから、心配したような言葉の問題はそれほど大きなインターンシップ実施の
妨げにならなかったという声が圧倒的であった。つまり技術用語や専門用語が、実は日本
語以上に共通言語になっているのである。日本語が使えない留学生と英語が話せない企業
担当者はこの共通語を使ってインターンシップを実施していたのである。これは筆者のメー
カー在職中の経験から来ている。時には海外から技術者（当然日本語は話せない）が地方
工場に技術指導に来ても何とかなるものだということが経験から分かっていたのである。
そのことから単なる労働体験のインターンシップではなく、専門性の延長のプログラムの
インターンシップを思いついたのである。

10. 外国人留学生の為のインターンシップ
多くの日本企業のインターンシッププログラムが日本人学生を対象に作られており、必

ずしも留学生を対象としたものでない点からも色々と問題が起きている。
筆者は企業で20年間近い諸外国での駐在経験から外国人とのコミュニケーションの難し

さ、日本の企業文化の特異性を感じていた。それゆえ従来の留学生のインターンシップを
観察した時に、留学生のインターンシップは日本人向けとは別の仕組み・仕掛けが必要で
はないかと考えた。

また企業は留学生のインターンシップ経験が少なく、どう進めていいのかわからないま
ま日本人向けのインターンシップをそのまま導入している。その為に途中で留学生がやめ
てしまった事例は先行研究でも報告されている。そこで留学生に特化したインターンシッ
プを新たに設計開発することにした。

留学生がインターンシップを行う場合、日本人のそれとは違いマナーや習慣の問題でう
まく行かない例がある。そこで留学生を対象として行うインターンシップはどうあるべき
かを考え始めた。日本人学生向けインターンシップとは違い、そこに異文化理解という要
素をインターンシップに入れた。特に留学生採用に抵抗感を持つ日本企業への啓発という
要素を取り入れたものである。

１）留学生、外国人の知識がない中小企業への啓発セミナーの実施
２）インターンシップ初日の企業担当者、経営者、人事担当者を対象とした異文化体験

ゲームの実施
３）インターンシップ初日の異文化理解レクチャー
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10－⒈ 企業への啓発セミナーの実施
企業からは外国人留学生のインターンシップ未経験の企業が多く、インターンシップを

したいが受け入れをどうすれば良いのか、プログラムはどう作成すれば良いのか、日本人
受け入れの経験はあるが、外国人留学生のインターンシップは未経験でどうすれば良いの
かわからない等の声が多かった。

そこでこのセミナーでは下記のことを説明している。
•外国人留学生の必要性
•外国人留学生積極的受け入れの政府方針
•外国人留学生の現状と実力(GAFAの例をあげて)
•外国人留学生と日本人学生の違い（外国人留学生は日本人学生の代替ではない）
•多様性経営の重要さ
•異文化理解の重要性
•インタラクティブ・インターンシップの説明
•インターンシップの体制、進め方の説明
•留学生をうまく活用したインターンシッププログラムの例
•成果が上がったインターンシップ事例の紹介

10－⒉ 異文化体験ゲームの実施
インタラクティブ・インターンシップではインターンシップが始まる前に受け入れ企業

の従業員を対象に「異文化理解ゲーム」を行っている。それは前述したように受け入れる
外国人留学生との間に異文化が存在してそれが時にトラブルに発展して、インターンシッ
プが外国人留学生、企業に双方にとって不調に終わってしまうのを防ぐためである。

ゲームはその内容を知ってしまうと効果が無くなってしまうのでここでは書けないが、
ゲームをすることにより生じる認知面、感情面、行動面の変化を疑似体験することに意義
があり、それがその後のインターンシップに活かされて外国人留学生、企業従業員とのに
満足のいく成果につながる。

異文化理解ゲームを通して下記のことを理解する。
•異文化とはどういうものか
•外国人の立場（マイノリティ）の体験
•文化はどういうものなのか
•独特の日本文化について
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10－⒊ インターンシップ初日の異文化理解レクチャーの必要性
外国人を採用する時に「経営層や人事の判断で外国人を採用したが、現場で受入体制が整っ
ておらず混乱した」との悩みはよく聞かれる。企業のインターンシップでも受け入れ部署
の中には、経営者や人事部からの指示でやむなくやらされているスタッフも少なくはない。
自分の本来の仕事だけでも忙しいのにそれにプラスして留学生を指導する、さらに言葉も
通じない、習慣・価値観の違う外国人は日本人学生よりも更に手間時間が余計にかかる。
インターンシップの意義を正しく理解していないとどうしてもやらされ感が出て、インター
ンシップも中途半端になり、外国人留学生を世話するのが億

おっくう

劫になってしまいかねない。
そうなると折角のインターンシップが台無しになり本末転倒になってしまう。

異文化理解レクチャーを聞く企業スタッフ異文化理解ゲームを体験する企業スタッフ

異文化体験ゲームに対する評価はどうですか？（５が最高）
2021年春期インターンシップ後のIAアンケート調査（藤巻2021年）
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異文化理解レクチャーに対する評価はどうですか？（５が最高）
2021年春期インターンシップ後のIAアンケート調査（藤巻2021年）

11. 新たな仕組みのインターンシップ
11－⒈ インターンシップ・アドバイザー（略称：IA）制の導入

企業のアンケートからインターンシップは負担であったとの回答が多くを占めた。特に
管理者よりも担当者の負担が大との回答が多かった。そこで担当者の負担を減らすために

「インターンシップ・アドバイザー（IA）」制を導入した。インターンシップ・アドバイ
ザー（以下IA）は企業と留学生が円滑にコミュニケーションを取れインターンシップが円
滑に行われるようなブリッジの役割をすることが基本コンセプトである。その為にIAの資
格は、①留学生を支援する基本精神を持ち、②企業・留学生をきめ細かくフォローして支
援することができること、③日本語が不得意な留学生、英語が不得意な企業担当者を支援
するための英語力を持っていること、④企業経験者でありかつ日本語学校や自治体の留学
生支援機関等で支援に携わった経験者が望ましいとした。IAは主に下記の業務を行う。
１.　企業と諸スケジュール・段取りの作成・管理を支援する。
２.　留学生への連絡、相談、諸問題のサポートを行う
３.　企業のプログラム作成を支援する（大学とのパイプ役）
４.　日本語不得手の留学生や英語ができない企業の通訳・翻訳サポート
５.　企業、留学生の諸課題、問題の相談を行う
６.　留学生採用活動の双方（留学生・企業）の支援（エントリーシート、面談）
７.　インターンシップ初日（導入研修）の段取り
８.　インターンシップ中の管理・支援（日誌・中間報告会・最終報告会）
９.　最終報告会の留学生の発表資料のチェック、翻訳支援
10.　アンケートのフォロー、最終報告書の作成
11.　その他インターンシップ事務局、大学から依頼されたことのフォロー
12.　新型コロナ感染症防止対策の支援（留学生のワクチン接種、PCR検査等）	 　　
以上の業務に対してIAは約60時間から100時間を費やす。

2021年春の企業向けアンケート調査から2020年8月よりは企業の負担が減ったとの結果
が出た。
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またアンケートの結果から就職・採用に進んだ留学生及び企業のIAの評価は非常に高い
との相関性もある程度伺えた。

インターンシップは負担が重かったですか？（１が最高：重い）
2021年春期インターンシップ後の企業アンケート調査（藤巻2021年）

インターシップ・アドバイザーに対する評価はどうですか？
2021年春期インターンシップ後の留学生アンケート調査（藤巻2021年）

インターシップ・アドバイザーに対する評価はどうですか？
2021年春期インターンシップ後の企業アンケート調査（藤巻2021年）
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11－⒉ 自立持続型プラットフォームの構築
インターンシップ準備から終了までの約6か月を12のステップで進める仕組みを構築し

た。浜松市、経済同友会、静岡大学で連携して企業募集からガイダンス、留学生と企業の
合同マッチングイベントの開催、プログラム作成、インターンシップ採用面接、そしてイ
ンターンシップの実施である。

11－⒊ 参加費徴収のインターンシップ
インタラクティブ・インターンシップでは企業から参加費を徴収する。学生の為のイン

ターンシップに参加費を支払うなんて、と思われるかもしれないがこれが企業の真剣さを
引き出すことになる。2020年夏期は参加費が一社当たり8万円、春期は10万円であった。
しかしその参加費は関係者の収入になるのではなくインタラクティブ・インターンシップ
実施の経費に充当される。参加費は公益財団法人「浜松市国際交流協会（HICE）」に支払
われ、そこから主に IA の謝金（IA の一連の活動に対する支払い）、インターンシップの
諸費用（IA等の事務管理費、ガイダンスやマッチング会の開催、コロナ対策等）に充当さ
れる。

11－⒋ 自己完結型ビジネスエコモデルの完成
大学のプログラムの中には文部科学省や自治体からの期限付きの補助金で実施されるも

のもあるが、インタラクティブ・インターンシップの大きな特徴は大学や補助金等で実施
しておらず、受益者である企業の参加費によって全体の運営が行われるビジネスエコシス
テムを確立した点である。これにより大学の予算や補助金に左右されない持続的なインター
ンシップが出来る様になった。
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12. インタラクティブ・インターンシップ
以上アンケートを通して抽出した企業の留学生の採用を促進するための新しいインター

ンシップを、企業・留学生双方が学ぶことが出来、満足の行く結果が出て就職・採用にも
つながるインターンシップとして「インタラクティブ・インターンシップ」と命名した。

インタラクティブ・インターンシップを通して、留学生、企業がお互いをよく理解し合
い満足いくインターンシップをすることにより、留学生はその企業への就職希望が芽生え、
企業も留学生の扱いに対する不安が解消され、留学生の採用意欲が醸成されるのである。

13. まとめ
2019年から留学生向けのインターンシップを試行錯誤で開発、施行を繰り返してきたが、

昨春（2021年春期）実施したインタラクティブ・インターンシップの完成度はかなり上
がってきている。アンケート調査からもプログラムと仕組みからインターンシップの満足
度があがり、就職・採用に有効性があるのも見えてきた。前回（2021年春期）のインター
ンシップではインターンシップ参加学生16人中7割の11人の留学生がインターンシップ参
加企業に入社、内定を得たことで、その効果が実証されつつある。異文化理解を取り入れ
た留学生向けに特化したインターンシップは、結果として留学生の県内企業への就職を促
進に繋がったといえる。

今後更にインタラクティブ・インターンシップの実施を積み重ね、留学生の為に、企業
の為に、関係者の為に完成度をあげていきたいと思っている。
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New Internship for International Students

FUJIMAKI Yoshihiro

【Abstract】
I designed and developed an internship program specifically for international students 
in order to promote their employment in local companies. (Interactive internship: two-
way internship). The internship was designed and developed to (1) create a sophisti-
cated program that matches the management issues of companies with the expertise of 
international students in order to solve language problems, (2) implement cross-cultur-
al understanding training to reduce the hesitation of companies to deal with different 
cultures, (3) establish internship advisors to reduce the burden on companies and solve 
the concerns and problems of international students, and (4) introduce a participation 
fee system to motivate companies. As a result, almost all of the companies that par-
ticipated in the interactive internship were successful. As the result, 80% of the com-
panies participating in the internship program gave job offer to foreign students, and 
70% of the participating foreign students entered the companies. This paper describes 
the background, the design and development concept, and the achievement.

【Keyword】
International students, Internship, Local employment, SMEs


